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第１　市民係

　１　住民基本台帳事務

　（１）　月別世帯と人口 毎月末日現在

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

　（２）　住民異動届出件数 （単位：件）

区　分

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

区　分 世帯数（世帯）
人口（人）

総数 男 女

※（）内数字は外国人住民のみの世帯数および人口。

転　入　届 転　居　届 転　出　届 変　更　届 法30条の48

※転入届には住民基本台帳法第30条の46および第30条の47の届出を含む。
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　（３）　原因別人口増減調べ （単位：人）

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

区　分

区　分

転　　　入 転　　　出
総数 男 女 総数 男 女

出　　　生 死　　　亡
総数 男 女 総数 女男

※（）内数字は外国人住民の増減数。
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（単位：人） （単位：人）

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月 △ 74

９　月

10　月

11　月 △ 15

12　月

１　月

２　月 △ 11

３　月

合　計

(△16)

(△17)

その他（増）

社会増加
総数

(△11)

(△23)

(△4)

(△13)

△ 6

総数

△ 15

区　分
その他（減）

男 女 総数 男 女

△ 6

△ 3 (△ 3) △ 2 (△ 2) △ 1 (△ 1)

(△ 4)

区　分
自然増加 総数

男 女 総数 男 女 総数 男 女

△ 1

(△4) (△7) △ 6 (△10) (△3) (△7)

(△1) (△22) (△3) △ 5 (△1) (△2) (△26) △ 4 (△2) (△24)

(△9) (△3) (△9)

△ 48 (△4) △ 26 (△9) △ 52 (△11) (△2) △ 19 (△9)

△ 28 (△2) △ 13 △ 28 (△2)

(△9) (△7) △ 12 △ 6 △ 6 (△14) (△8) (△6)

△ 16 △ 18 (△1)

(△3) △ 33 (△14) △ 6 △ 22 (△16) (△3) △ 17 (△13)

※△は減を示す。
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　（４）　都道府県別転入転出者数 （単位：人）

北海道 愛媛県

青森県 高知県

岩手県 福岡県

宮城県 佐賀県

秋田県 長崎県

山形県 熊本県

福島県 大分県

茨城県 宮崎県

栃木県 鹿児島県

群馬県 沖縄県

埼玉県 国　外

千葉県 従前の住所なし

東京都 合　計

神奈川県 政令指定都市及び特別区からの転入転出者(注）

新潟県 都市名

富山県 札幌市

石川県 仙台市

福井県 さいたま市

山梨県 千葉市

長野県 東京都特別区

岐阜県 横浜市

静岡県 川崎市

愛知県 相模原市

三重県 新潟市

滋賀県 静岡市

京都府 浜松市

大阪府 名古屋市

兵庫県 京都市

奈良県 大阪市

和歌山県 堺市

鳥取県 神戸市

島根県 岡山市

岡山県 広島市

広島県 北九州市

山口県 福岡市

徳島県 熊本市

香川県 合　計

転　出

転　入 転　出

（注）都道府県別転入転出者数からの抽出数

※（）内数字は外国人住民の転入・転出数。

都道府県名 転　入 転　出 都道府県名 転　入
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　（５）　町丁別世帯数及び人口 H30.1.1現在（単位：人）

総　数 男 女 総　数 男 女

総　数 １丁目

東町 ２丁目

１丁目 ３丁目

２丁目 ４丁目

３丁目 ５丁目

４丁目 本町

５丁目 １丁目

梶野町 ２丁目

１丁目 ３丁目

２丁目 ４丁目

３丁目 ５丁目

４丁目 ６丁目

５丁目 桜町

関野町 １丁目

１丁目 ２丁目

２丁目 ３丁目

緑町 貫井北町

１丁目 １丁目

２丁目 ２丁目

３丁目 ３丁目

４丁目 ４丁目

５丁目 ５丁目

中町 貫井南町

１丁目 １丁目

２丁目 ２丁目

３丁目 ３丁目

４丁目 ４丁目

前原町 ５丁目

地　域
(町丁名)

世帯数
（世帯）

　　　　人　　　口　（人） 地　域
(町丁名)

世帯数
（世帯）

　　　　人　　　口　（人）
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　（６）　年齢別人口 H30.1.1現在（単位：人）

年　齢 総　数 男 女 年　齢 総　数 男 女 年　齢 総　数 男 女

総　数

0～4 35～39 70～74

5～9 40～44 75～79

10～14 45～49 80～84

15～19 50～54 85～89

20～24 55～59 90～94

25～29 60～64 95～99

30～34 65～69 100以上

103以上

不詳者
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　（７）　国籍別外国人住民人口 H30.3.31現在（単位：人）

人口

オランダ 合      計

ガボン ニュージーランド

ドイツ ナイジェリア

フランス ネパール

フィジー

米国

エストニア

フィンランド

エジプト

エリトリア マラウイ

モルドバ

マリ

ベトナム

トルコ

エチオピア モロッコ

オマーン

スウェーデン

台湾 マレーシア

ウズベキスタン

シンガポール

チェコ メキシコ

ケニア

ベネズエラ

デンマーク モンゴル

ウクライナ

コロンビア

ルーマニア

カナダ 韓国

セネガル

チリ ラオス

イスラエル

英国

中国 リビア

南アフリカ

スリランカ

ポーランド

カンボジア イタリア

スイス

バングラデシュ

ノルウェー

ロシア

ベルギー インド

タイ

カメルーン 朝鮮

国　　　籍 人口 国　　　籍 人口 国　　　籍

アルバニア ガーナ

スペイン

ブルガリア イラン

ペルー

ミャンマー アイルランド

無国籍

アルジェリア ギニア パキスタン

オーストラリア ガンビア

オーストリア ホンジュラス フィリピン

ブラジル インドネシア ポルトガル
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　２　証明交付事務

　（１）　全部・個人事項諸証明等交付事務

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

　ア　電話窓口制度による証明交付事務 （単位：件）

戸籍附票
（除）

本館

東分館

貫井南分館

印鑑証明

仮ナンバー

種　　　別

小　　　計

住民票写し

除住民票写し

戸
　
籍

全部（謄本）

個人（抄本）

証　　　明

住
民
基
本
台
帳

　　金　　額　(円)　　対前年比　(％)　　　　件　　　数　　 (件)

閲　　　覧

証　　　明

印鑑登録

証　　　明

小　　　計

通知カード

住民票

個人番号カード

印鑑登録

（注）（　）内は無料（公用含む）件数（内数）

（除） 証　　明

上之原会館

公
共
施
設

公
民
館

施設管理室

一
般
証
明

小　　　計

合　　　計

桜町上水会館

合　　　計

種　　　別 住民票 戸籍附票
母子手帳
(無料）

合　計

－ 78 －



　イ　郵送による証明交付事務

全部(謄)・
個人(抄) （

証 明 （

小 計 （

住民票写し （

証 明 （

小 計 （

身分証明 （

諸 証 明 （

小 計 （

（

（注）（　）内は無料（公用含む）件数（内数）

　ウ　コンビニエンスストアによる証明交付事務

　　　　　　件　数　(件)

住民票写し
（ 市 内 ）

住民票写し
（ 市 外 ）

印 鑑 証 明
（ 市 内 ）

印 鑑 証 明
（ 市 外 ）

　３　印鑑登録事務 （単位：件）

廃　止 転　出 その他

新規付番

登　録
消　　　　除

死　亡 変　更 計

合　　計

　（２）　個人番号付番事務　　　　（単位：件）

種　　　別

台
　
帳

住
民
基
本

一
般
証
明

　　対前年比　(％) 備　　考

合　　計

一
般
証
明

台
　
　
帳

住
民
基
本

除住民票を含む

戸籍の附票を含む

種　　　別 　　　　件　　　数　　 (件) 　　対前年比　(％) 備　　考

戸
　
籍

除籍を含む
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　４　住居表示事務 （単位：件）

　５　身上調査等照会・回答事務 （単位：件）

　６　自動車臨時運行許可事務 （単位：件）

照会機関 地方公共団体

運　行　許　可 許可証亡失（き損）届 番 号 標 亡 失 届

その他 合　計

件　数

緑　　　町

省庁等 警察及び検察

中　　　町 貫 井 南 町

裁判所

合　　　計

梶　野　町 本　　　町

関　野　町 桜　　　町

町　　名 町　　名 住居番号付定件数住居番号付定件数

貫 井 北 町

東　　　町 前　原　町
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第２　戸籍係
　１　戸籍事務
　（１）　届出事件数 （単位：件）

本籍届出 非本籍届出 計 他市町村から送付 総　数
出　　生
国籍留保
認　　知
養子縁組
養子離縁
法73条の２
法69条の２
婚　　姻
離　　婚
法77条の２
法75条の２
親権・後見・後見監督・保佐

①届出
②嘱託　イ甲類審判
　　　　ロ保全処分
死　　亡
失　　踪
復　　氏
姻族関係終了
相続人廃除
入　　籍
分　　籍
国籍取得
帰　　化
国籍喪失
国籍選択
外国国籍喪失
氏の変更
①法107条１項
②法107条２項
③法107条３項
④法107条４項
名の変更
転　　籍
就　　籍
訂正・更正
①市町村長職権
②法24条2項
③法113条・114条
④法116条
⑤続柄の記載更正(嘱託)
⑥続柄の記載更正(申出)
追　　完
そ の 他

※不受理申出件数は、基としている法務局への戸籍事件表報告から除かれたため、

　本表掲載からも除いた。

事 件 の 種 類
届　　　　　　出

合　　　計
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　（２）　本籍数と本籍人口 毎月末日現在

６月 ７月 ８月 ９月

12月 １月 ２月 ３月

△ 15

△ 36

（注）△は減を示す

　（３）　戸籍の編製、消除等件数 （単位：件）

違反通知 その他 合　計

　（４）　人口動態調査票作成件数 （単位：件）

死　産 婚　姻 離　婚 合　計

男 女 計 男 女 計

　（５）　死体・死胎・火(埋)葬許可件数及び改葬許可件数 （単位：件）

合　計

　（６）　市民葬儀利用件数 件

　（７）　出産祝記念品贈呈件数 件

出　　生 死　　亡

死体火(埋)葬 死胎火(埋)葬 改　　　葬

新戸籍編製 戸籍全部消除 戸籍の再製

本籍人口(人)

増 加 数(人)

本 籍 数(件)

増 加 数(件)

増 加 数(人)

種　　別 10月 11月

増 加 数(件)

本籍人口(人)

種　　別 ４月 ５月

本 籍 数(件)
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第１ 文化推進係

（１） 三宅村友好都市交流事業

ア 小金井三宅島友好協会補助金（９００，０００円）

イ 三宅村訪問団招待

開催日 １０．１５

開催場所 市民会館萌え木ホール

内容 懇親会の開催

参加者数 （ア） 三宅村訪問団 １７人 （ウ） 市議会議員 ２０人

（イ） 市民 ２０人 （エ） 小金井市職員等 ５人
６２人

ウ 青少年自然・文化体験交流事業 三宅

内容

平成２９年度多摩・島しょ広域連携活動助成金を活用し、三宅島全体をフィールド

とした自然・文化体験学習及び友好都市である両自治体児童の交流事業を行った。

（ア） 火山体験学習 （オ） バードウォッチング

（イ） 児童レクリエーション （カ） シーカヤック体験

（ウ） 海辺の自然観察 （キ） 三宅島伝統芸能鑑賞

（エ） フィッシュウォッチング （ク） 遊覧船乗船

対象者 小金井市在住の小学４～６年生、三宅村在住の小学３～６年生

開催日 ８．２７～８．３０

参加人数 ３９人（小金井市３０人、三宅村９人）

（２） 国際交流事業

ア 第５回小金井市日本語スピーチコンテスト 
開催日 ７．８ 
開催場所 市民会館萌え木ホール 

内容 
母語が日本語以外の外国籍の方々７人が、自由なテーマで日本語によるスピーチを

披露した。 
参加者数 ５２人 

イ 外国人おもてなし語学ボランティア育成講座

開催日 １１．４、１１．９

開催場所 市民会館萌え木ホール

内容

東京 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を見据え、日本を訪れる外

国人に簡単な英語で道案内等の手助けをする「外国人おもてなし語学ボランティア」

の育成を目的とした講座を東京都との共催により行った。

参加者数 計５９人

ウ うどん打ち体験会＆国際交流懇親会

開催日 １．２０

開催場所 婦人会館

内容
中山谷青壮年会を講師としてお招きし、外国籍市民を中心としたうどん打ち体験会

を開催した。その後、更に交流を深めるための懇親会を開催した。

参加者数 ３０人
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エ 小金井市こども国際交流フットサル大会

開催日 ３．３

開催場所 小金井市総合体育館大体育室

内容
小学校４～６年生の児童を対象に、外国籍の方々を交えてフットサルゲーム・昼食・

親善ゲームを行い、年齢と国籍を超えた交流を図った。

参加者数 １１５人

（３） 文化振興事業

ア ＮＰＯ法人小金井市文化協会補助金（９００，０００円）

イ 小金井薪能補助金（１，０００，０００円）

ウ 市民まつり実行委員会補助金（１０，８２１，０００円）

エ 市民まつり実行委員会事務局費補助金（２，０５０，０００円）

オ 市民文化祭実行委員会補助金（１，６２０，０００円）

カ 市民まつり事業

事業名 第４５回小金井なかよし市民まつり

開催期間 ～ 開催場所 都立小金井公園・他に市内外各会場

事業部門
商工、子ども、農業、消費者、シニア、ゲートボール、イベント、フリーマー

ケット、クラシックカー、一般、合同

参加者総計 約２０，０００人

キ 文化行事（第５回小金井市民文化祭）

部門 月日 場所 内容 参加団体・個人数

展示

～
小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（市民ギャラリー、マルチパーパ

ススペース）

書道展 １

～

絵画等 ９

書道 ３

写真、手工芸等 ７

参加

行事

公民館東分館 囲碁大会 １

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（練習室２・３）
俳句大会 １

～ 江戸東京たてもの園 いけ花と茶席のつどい １

体験

コー

ナー

～
小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（小ホール・スペースＮ・和室）
ワークショップ等 ６

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（スペースＮ）
囲碁教室 １

出演

発表
～

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（大ホール）
ダンス、音楽演奏等 ４４

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（小ホール）
演劇、音楽演奏等 １２
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ク 江戸文化体験事業

事業名 江戸文化体験事業 江戸糸あやつり人形結城座江戸写し絵体験ワークショップ

開催日 開催場所 内容

東京学芸

大学

市内に活動拠点を持つ「結城座」による伝統芸能「江戸写し絵」の体験

ワークショップを、留学生対象に実施した。留学生は、「江戸写し絵」

の鑑賞とその歴史や写し方について解説を受けるとともに、実際に写し

絵作品を描いて発表を行った。 
参加者 ４０人

（４） 市民活動団体等との連携、協働推進事業

ア 第７回こがねい市民活動まつり

開催日 ３．３

開催場所
小金井 宮地楽器ホール（大ホールを除く。）及びフェスティバルコート（ＪＲ武蔵小

金井駅南口コミュニティ広場）

内容

小金井ＮＰＯ法人連絡会、小金井市福祉ＮＰＯ法人連絡会、小金井市市民協働支援セ

ンター準備室、小金井ボランティア・市民活動センター、小金井市の共催で、各団体

の活動内容等の紹介やパフォーマンス、講演会「今こそ地域貢献デビュー」、防災体験

ワークショップ、物販等を実施した。

参加者数 約３，０００人

イ ＮＰＯ法人派遣研修

次の目的のため、職員課と協同で次のとおり派遣研修を行った。

（ア） 市職員が、ＮＰＯ法人の日頃の活動を体験・見聞することによ

り、ＮＰＯ法人が地域の課題や社会的な課題の解決という公益性を

持つ活動をどのように担っているかを理解し、また、活動の活性化

を図るためにはどのようにすればよいか（行政としての対応を含め）

考える機会とする。

（イ） （ア）を通じて、市職員の協働意識の向上を図る。

（ウ） 市職員の日常業務に対する意識の向上を図る（サービス意識、

コスト意識などを培うとともに、地域貢献意識の向上を図る。）。

（エ） ＮＰＯ等との人的ネットワークを拡大する。

コース ＮＰＯ法人名 日程
派遣

人数
主な研修内容

Ａ
地域の寄り合

い所また明日

・

・
人

オリエンテーション、デイホーム・保育施設・

寄り合い所の補助・交流

Ｂ 木馬の会

～

・ ・

・ ・

・ ・

人 オリエンテーション、学童補助

Ｃ
こがねい子ど

も遊パーク

・ ・

・
人 オリエンテーション、プレーパーク補助
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Ｄ

・ ・

・

・

人
オリエンテーション、認知症カフェ・家族サロ

ン手伝い

Ｅ
・

人 オリエンテーション、子育てサロン事業手伝い

Ｆ 黄金井倶楽部
・ ・

・
人

オリエンテーション、教室体験、イベント準

備・運営補助

Ｇ レッツ ・ 人
オリエンテーション、たいそう教室とイベント

補助

Ｈ 泰山木 ・ ・ 人
オリエンテーション、作業補助、配達・買出し

の同行、利用者との交流

※日程は派遣期間を示しており、コースによっては各派遣職員が数日のみ参加している場合もある。

上記の研修終了後、次のとおり報告会を行った。

開催日 １．３１

開催場所 市民会館萌え木ホール

参加者数
４８人（市職員：３３人、ＮＰＯ法人関係者：１３人、市民協働支援センター準備室：

２人）

ウ 協働推進職員研修

市職員の市民協働への理解と意識啓発を目的として、次のとおり実施した。 
開催日 １．３１ １２．２７

開催場所 市民会館萌え木ホール 市役所

参加者数 ９人 ２２人

内容 ＮＰＯ法人派遣研修報告会の聴講

相続後見シニアサポート多摩、経済課職員、

明星大学人文学部教授を招いた講座・ワー

クショップ

エ 市民協働支援センター準備室

開設日 月・火・水・木・金曜日・・・午前８時３０分～午後５時（正午～午後１時は除く。）

場所 小金井市社会福祉協議会 小金井ボランティア・市民活動センター内

内容

２人の市民協働推進員を配置し、主に次のような業務を行った。

（ア）市民協働・市民活動についての相談

（イ）市民活動団体等と行政の間や市民活動団体相互間の協働のコーディネート

（ウ）市民協働に関係する各種会合・行事等への参加・協力

（エ）市民活動・市民協働についての情報の収集・発信

（オ）市民協働の推進に向けた仕組み等の検討

（カ）市民活動団体リストの管理など
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オ 市民活動団体リストの更新

「平成２７年度版こがねい市民活動団体リスト」のＰＤＦデータを６月に更

新し、１０月に「平成２９年度版こがねい市民活動団体リスト」を作成した。

カ 市民協働推進委員会

キ 協働事業提案制度

市民活動団体等からの提案により市と協働して事業を実施する制度（協

働事業提案制度）を開始した。

（ア） 平成２９度実施事業

応募期間 ２８．１１．２１～１２．１６

１次審査（書類審査） ４事業応募があったうち、３事業が通過

２次審査（公開プレゼンテー

ション・ヒアリング）
３事業のうち１事業採択

採択事業

事業名 総合学習「稲の学習」ハンドブック制作

団体名 特定非営利活動法人こがねい環境ネットワーク 
補助金額 ５００，０００円

（イ） 平成３０年度実施事業

応募期間 １０．２～１１．３０

１次審査（書類審査） ３事業応募があったうち、２事業が通過

回 数 開催日 議 題

第１回

１ 平成２９年度実施協働事業提案制度について

２ 平成３０年度実施協働事業提案制度について

３ 次回委員会の開催について

４ その他 

第２回

１ 協働事業提案制度の審査意見について

２ 平成３０年度実施協働事業提案制度について

３ その他 

第３回

１ 平成２８年度小金井市市民協働支援センター準備室の活動状況に

ついて

２ 平成３０年度実施協働事業提案制度について

３ 庁内協働事業の調査について

４ 次回委員会の開催について

５ その他 

第４回

１ 平成３０年度実施協働事業提案制度について

２ （仮称）小金井市市民協働支援センターに係る進捗状況について

３ その他 
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（５） 小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流センター）

ア 芸術文化公演事業

開催日 場所 事業名 出演 入場者数

大ホール
吉野直子＆宮田まゆみ

デュオ・コンサート
吉野直子、宮田まゆみ 人

大ホール 《共催》小金井和太鼓まつり 宮地太鼓 、市民団体 人

大ホール 谷山浩子 弾き語りコンサート 谷山浩子 人

大ホール
塩谷哲

小沼ようすけ
塩谷哲、小沼ようすけ 人

大ホール

開館５周年記念事業 親子のための

シリーズ 東京バレエ団 子どもの

ためのバレエ「ねむれる森の美女」

東京バレエ団、地元児

童
計 人

大ホール
こがねい落語特選 納涼

みたり名人競演会

柳亭市馬、桂雀々、瀧川

鯉昇
人

大ホール

《共催》

ファビオ・ビオンディ ヴァイオリ

ン・リサイタル

ファビオ・ビオンディ

パオラ・ポンセ
人

大ホール
エベーヌ弦楽四重奏団

エベーヌ弦楽四重奏団 人

大ホール
小金井市民文化祭特別公演 こ

がねい こがねいガラ・コンサート

茂木大輔、吉田浩之、奥

村愛、岡本正之、こがね

いガラ・オーケストラ

人

小ホール

こがねい トークセッション 岩

井秀人×津村禮次郎「おれたち小金井族

～小金井に生きる２人の表現者～」

岩井秀人、津村禮次郎 人

大ホール

こがねいクリ

スマスコンサート ウィーン＝ベ

ルリン ブラスクインテット

ウィーン＝ベルリン

ブラスクインテット
人

大ホール
こがねい落語特選 新春

温故知新～革新の落語家たち～

柳家喬太郎、柳家文蔵、

三遊亭遊雀、林家彦い

ち、鏡味正二郎

人

大ホール
こがねいニューイ

ヤーコンサート
人

大ホール
館野泉 ピアノ・リサイタル～ 歳プロ

ジェクト 館野泉こころの音楽～
館野泉、浦久俊彦 人

大ホール
開館５周年記念 こがねい

「演劇的組歌曲『悲歌集』」

林美智子、望月哲也、福

田進一、佐久間由美子
人
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イ 市民芸術振興事業

開催日 場所 事業名 出演・連携等 入場者数

小ホール、

練習室、他

開館 周年記念事業 子どものため

のバレエ「ねむれる森の美女」出演子

役オーディション

計 人

大ホール

小金井 宮地楽器ホール使いこなし

術シリーズ 大ホール スタイン

ウェイ・ピアノ体験会

計 人

大ホール
開館 周年記念事業 避難訓練コン

サート

東京消防庁音楽隊、カ

ラーガーズ隊
人

小ホール 《共催》防災体験パーク 小金井消防署 人

大ホール
小金井 宮地楽器ホール使いこなし術

シリーズ レセプショニスト講座

サントリーパブリシティサ

ービス株式会社 レセプシ

ョニストマネージャー

人

～

マルチパーパ

ススペース、市

民ギャラリー、

練習室

小金井阿波おどり応援イベント

「えんにち」

延べ

人

～ マルチパーパ

ススペース
《共催》小金井薪能写真展 小金井薪能事務局 延べ 人

大ホール

開館 周年記念事業 夏休み課外授

業 子どもレセプショニストにチ

ャレンジ！

サントリーパブリシティサ

ービス株式会社 レセプシ

ョニストマネージャー

人

小ホール

「こがねいガラ・コンサート」をも

っと楽しむための茂木大輔音楽講

座（ミニコンサートつき）

茂木大輔、奥村愛、岡

本正之
人

～

マルチパーパ

ススペース、市

民ギャラリー

開館５周年記念事業

「写真で振りかえる５周年」
延べ 人

大ホール
青少年のためのこがねいガラ・コン

サート リハーサル公開

茂木大輔、吉田浩之、

岡本正之、こがねいガ

ラ・オーケストラ

人

小ホール 憧れの名手によるブラス・クリニック ガボール・タルケヴイ 人

小ホール クリスマス・ミニ・コンサート ゴスペルクワイアさくら 延べ 人

大ホール

小金井 宮地楽器ホール使いこなし

術シリーズ 施設利用予定者のた

めの施設見学会～大ホール編～

西山響貴 人

小ホール

開館 周年記念事業 こがねい プレ講

座「演劇的組歌曲『悲歌集』」～原作者 林望、

ギタリスト福田進一を迎えて～

林望、福田進一 人

和室、市民

ギャラリー

春休み！親子 茶道体験

春休み！親子 華道体験
小金井市文化連盟

茶道

組 人

華道

組 人

年間 スペース「Ｎ」 日曜カフェ 宮田まゆみ 他 延べ 人

年間 館外 まちかどコンサート（アウトリーチ） 柳家喬之助 他 計 人
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ウ 会場使用状況 （単位：件）

室名／月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ 計

大ホール

小ホール

市民ギャラリー

練習室１

練習室２

練習室３

練習室４

和室

マルチパーパス
スペースＡ

マルチパーパス
スペースＢ

マルチパーパス
スペースＣ

スペース「Ｎ」

計

エ 目的別利用状況 （単位：件）

目的／月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ 計

音楽

ダンス・舞踊

式典・講演会・講習会

演劇

映画

茶道

展示

その他

計

オ 運営協議会

回 数 開催日 議 題

第１回

１ 前回議事録の確認 
２ 平成２８年度事業報告について（報告） 
３ 平成２９年度事業の状況について 
４ その他 

第２回

１ 前回議事録の確認 
２ 平成３０年度事業計画について（報告） 
３ その他 
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カ 命名権

市の財産を有効に活用し、新たな財源を確保することにより、当該施

設等の持続可能な管理・運営を行い、これにより市民サービスの向上を

図ることを目的として平成２７年４月１日より命名権（ネーミングライ

ツ）制度を導入している。

ア ネーミングライツパートナー

株式会社宮地商会

イ  愛称

小金井 宮地楽器ホール

ウ 期間

平成２７年４月１日～平成３０年３月３１日（３年間）

エ 金額

年額３００万円（期間合計９００万円）

（６） 芸術文化振興計画推進事業 小金井アートフル・アクション！

プログラム 内 容

Ⅰ

市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
働
し
た
作
品
の
制
作

学校連携事業
市立第四小学

校での実践

■「見ないでおぼえましょう」

■市立第四小学校

■対 象： 年生２クラス 名

■講師：アーサー・ファン

■目的：「散歩記憶」をテーマに創作活動をされているアーサー・フ

ァンさんを招き、普段無意識に頼っている「視覚」から離れ、「音」

や「におい」や「色」を感じながら校庭を巡り、その記憶を色や形で

表現する。造形表現を通じて、出来事を理解する能力と同時に抽象的

な思考を育む。

■内 容

：１回目 ２クラス合同 グループに分かれオーディオレコーダ

ーを持ち校庭を回り、図工室に戻って校庭で経験した色と匂いの記憶

を一人ひとり描いた。

：２回目 ２クラス合同 × の紙をグループに 枚用意し、

第 回に録音した音をグループ全体で聴き、その時の音や光を思い出

しながらイメージを描いた。

：３回目 ２クラス合同 第 回で経験した匂いや音の形、風の強

さなどを思い浮かべながらモビールを作り、個人の作品とグループの

作品を対置させて体育館に展示した。
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Ⅰ

市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
働
し
た
作
品
の
制
作

学校連携事業

市立緑小学校で

の実践

■「森の中に風景をつくる」

■市立緑小学校、浴恩館公園

■対 象： 年生３クラス 名

■講 師： 法人アートフル・アクション

■目 的：遊び×造形＋発見×創造

■内 容：浴恩館の森をキャンバスに見たて、自分たちの新しい風景を

作るという活動を行った。グループに分かれ、森の中で遊んでイメージ

を膨らませてから造形活動に入った。材料は剪定枝や麻縄などの自然素

材だが、限られた時間の中、思い通りにならない素材と向き合い、いか

に自分たちのイメージを形にするか、仲間とアイデアを出し合い、時に

ぶつかりながら制作に取り組んだ。

、 ： 回目 公園に出かけグループごとに場所を決め、どんなもの

を設置するかアイデアを出し合った。

、 ： 回目 グループに分かれ、剪定枝や麻縄などの自然素材を

使い、アイデアをもとに作品制作を行った。

、 ： 回目 第 回の授業で作った作品を公園に運び出し、制作

の続き・設置を行った。後半は、 つのグループを鑑賞する人・説明に

残る人の つに分け、交代でそれぞれのグループの作品を鑑賞した。

市立本町小学校で

の実践

■「想起の遠足」本町小学校編 「なぞってたどって“通学路”」

■市立本町小学校、学校周辺通学路

■対 象： 年生２クラス 名

■講 師：アサダワタル

■目 的：卒業を数ヵ月後に控えた小学校 年生が、毎日の通学路を新

しい目で捉え直してみることで、学校生活のこと、この街のこと、家族

のことなどを、新たな視線で振り返ってみることを目指した。

■内 容：同じ通学路で通学する子供たちが、 年間通った道をたどり、

大きな地図を作った。そして、自分が通ることのない友人の通学路を、

新しい目で歩いてみると、普段気が付かない通学路の表情がたくさん浮

かんできた。自分の記憶、保護者の方々の記憶、友人の記憶などが合わ

さり、今を生きる子供たちを包む様々な層が結果として表現されること

になった。

：１回目 通学路別のチームで通学路を地図で表現し、学校の行き

帰りの道筋で楽しかったこと、気になる場所、 年間見ていても謎の場

所などを描き出していった。出来上がった地図は絵解きで発表した。

： 回目 第 回の絵解きを聴き、友達の通学路を歩いた。見つけ

たこと、もの、を友達の通学路の地図に描き足した。第 回に向け、保

護者に通学路の思い出を尋ねてくる宿題も出された。

：第 回：即興でつくられた演台に乗り、宿題で尋ねてきたこと

をリズムよく発表した。その後、第 回でつくった地図を土台に、一番

記憶に残っていることをアイテムとして制作し地図上に設置した。最後

はみんなの前でチームごとに絵解きで発表した。
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小金井と私

秘かな表現
想起の遠足

■小金井と私 秘かな表現 年度ツアープログラム

「想起の遠足」 ―このまちの「記憶」からあのまちの「記憶」を手繰

りよせる日常ツアー

■想起のインフォメーションセンター、イトーヨーカドーフェスティバ

ルコート、上水会館、ぬくい湯、上之原会館、café アン、美術の森、く

じら山、はけの森カフェ等、市内各所

■参加アーティスト：アサダワタル、

■トーク・ゲスト：高橋伸行（アーティスト・やさしい美術プロジェク

トディレクター・名古屋造形大学教授）

■参加者：公募市民、市民スタッフ 名

■目 的：「小金井と私 秘かな表現」では、平成 年度からアーティ

ストのアサダワタル氏をディレクターに迎え、参加した市民の皆さんが

日常の暮らしの中の発見や気づきを大切にし、その気づきを表現に育む

ことを 年間のプロジェクトで試みている。 年目は、市民から公募し

た遠足企画を元に、まちを舞台に様々な遠足を楽しみながら、自分の興

味をもとに、まちに染みだしていくアクションを起こすきっかけとなる

ことを目的とした。

■内容：公募による企画メンバーと共に、 月から半年間かけて、記憶

をテーマにした遠足について語り合い、企画を考えてきた。表現を通し

て自分の暮らす街や、生活を普段と異なった視点で見てみようと、市内

のいたるところを舞台に、遠足を行った。

トークセッション後に街へ繰り出す、「夜遠足」、アーティスト企画の「大

遠足」企画メンバーが自分の記憶のエピソードや生活の実感をもとに考

えた の想起の遠足プログラムを市内の様々な場所で開催した「遠足

コレクション」と、さまざまな内容の「遠足」を３日間に渡って開催し

た。

時～ 時

プレトーク プレ遠足「想起の夜遠足」

時～夕暮れ時

想起の大遠足 ―思い出すために歩く小金井市内○○○マイル―

日 時 分～ 時

想起の遠足コレクション

定期刊行物作

成プログラム

ニュースレターの

発行

活動の意図や内容、成果が広く明確に伝わるよう広報や記録の作成し、

事業への理解と参加を促進した。活動全体を市民に広報する媒体として

ニュースレター「まちはみんなのミュージアムだより」 号と 号を発

行した。
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市民主体のワー

クショップの実

施

地域連携

■ハイブラッドプレッシャー（ ）展

■小金井アートスポットシャトー２ 、小金井市立本町小学校

■参加アーティスト：【キュレーター】カロル・カチョロフスキ

アンナ・ヨヒメック、アンナ・オルヲフスカ、マティルナ・シチビチョ

ル、クバ・ドンブロフスキ、ドミニカ・オルショヴィ、マテウシュ・ホ

ルプスキ

■参加者：本町小学校の児童、幅広い年齢層の小金井市民 名

■目的：ポーランドから招聘したアーティストと小金井市民による、小

金井の自然資源、文化資源などを活用したワークショップならびに学校

での授業、その後の鑑賞教室などを通し、芸術文化を活用した地域市民

との連携を目指す。

■内容：この展覧会では、全ての作品がアーティストと市民とのワーク

ショップによって制作された。小学校でのワークショップと鑑賞教室、

市民の方々が寄せてくれた素材によるインスタレーション、遠隔の作家

との共同制作など、方法も実験的で多彩であった。使用したメディアは

異なるが、いずれの作品もアートは日常の中で重要な位置を占め、人と

人とをつなぐ役割を持つものであると感じることができた。

・展覧会全体 ～

・ワークショップ

 Martyna Ścibior（マルティナ・シチビョル）

「 」

 ドミニカ・オルショヴィ

 Mateusz Choróbski （マテウシュ・ホルプスキ）

「 私はあなたの乞食になりたい」

本町小 蝋細工のワークショップ

（アンナ・オルヲフスカ）

オープニングレセプション

（アンナ・ヨヒメック）

本町小学校鑑賞教室

公開ミーティング

■協賛：ポーランド広報文化センター 
■協力：アダム・ミツキェヴィッチ・インスティトゥート

事業成果のとり

まとめ
分析と自己評価

これまでの活動の成果のとりまとめとして、市の計画のビジョンに照

らしながら、目標の設定の考え方、プログラムの作り方、運営の方法な

ど特色を明快にすると同時に、小学校教諭、ゲストアーティスト、行政

担当者、市民、スタッフなど多様な方々にインタビューを試み、本年度

は過去５年間の小学校のプロジェクトに関する取りまとめを行った。
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地域の資源を生

かしながら、市

民それぞれの表

現につなげる

人材育成プログ

ラム

■まちはみんなのミュージアム かがわ工房編

■小金井アートスポット シャトー２Ｆ ギャラリー 

■座談会講師：渡邊知樹（芸術家）、正木賢一（東京学芸大学） 

■観覧者：120 名 

■目的：表現する喜びや楽しさに、障害の有無はもちろん、年齢も性別

も関係ないことを市民と共有することを目的に、市内の生活介護事業所

「かがわ工房」のメンバーが作成した作品を、同じまちで暮らす市民が

企画展示した。事業の企画、調整、運営など全てを市民のスタッフが人

材育成プログラムとして実施した。 

■内容：「かがわ工房」で定期的に行っているアート活動での作品の展

示と、期間中誰でも描き加えられる「私のまち」の絵の設置。また「ま

ちの中で一人一人がより楽しく表現すること」をテーマにした座談会を

企画した。 

展覧会全体 ～

～ アップデートミュージアム「かがわ工房のみんなとまちをつ

くろう！」

座談会「まちがみんなのミュージアム」

■共催：社会福祉法人雲柱社かがわ工房

Ⅳ

成
果
を
共
有
す
る

Ⅳ

成
果
を
共
有
す
る

成果のまとめ

平成 年度小金

井市芸術文化振

興計画推進事業

成果展示

■まちはみんなのミュージアム「・・・の地図を描こう」

■小金井 宮地楽器ホール市民ギャラリー、マルチパーパススペース

■開催日：3.7～12 

■参加者：350 名 

■目的：平成 年度の成果を可視化し、市民と共有する

■内容：平成２９年度を振り返り、「小金井と私・秘かな表現」や、市

立小学校で行った事業など、今年度行ったまちの中で繰り広げられた

様々な実践を、パネル、作品、映像等いろいろな手法を用いてパブリッ

クなスペースにおいて展示を行った。

 

Ⅴ

研
究
実
績
他

【報告書】平成２９年度 小金井アートフル・アクション！実施報告書

小金井アートフル・アクション！ 年の活動記録

「やってみる、たちどまる、そしてまたはじめる」

【二ユースレター】まちはみんなのミュージアムだより

特集「小金井と私秘かな表現 年度ツアープログラム 想起の遠足」

特集「 年度 学校連携事業」

【助 成】平成２９年度 文化庁 文化芸術振興費補助金 文化芸術プラットフォーム形成事業

平成２９年度 一般財団法人地域創造 地域の文化・芸術活動助成

【共 催】アーツカウンシル東京 公益財団法人東京都歴史文化財団

－ 95 －



 
 

（７）小金井市立はけの森美術館

ア 展覧会等入館者数 

 
イ 関連企画 

開催日 開催日数 展覧会・事業名 入館者数

（ ）～

日

平成 年

度分

所蔵展

「開館１０周年記念 さまざまな道程―寄贈作品に

見る中村研一の姿 」

人

（平成 年度分）

～ ３９日

企画展

「南方より、伊東深水から―市川市所蔵『南方

風俗スケッチ』」

人

～ 日

企画展

「武蔵野の四季と共生 児島善三郎の国分寺

時代」

人

日 講演会「画家と小金井の暮らし」 人

～（ ）

日

（平成

年度分）

所蔵展

「没後 年 中村研一の制作―日常風景とと

もに」

人

（平成 年度分）

計 人

展覧会・事業名 事業区分 事業名・内容等 
所蔵作品展

「開館１０周年記念 さまざま

な道程―寄贈作品に見る中

村研一の姿 」（ ）～

学芸員によるギ

ャラリートーク

講師：当館学芸員

① 参加者： 人

② 参加者： 人

中村研一誕生日

を記念した無料

観覧日

来館者 人

企画展

「南方より、伊東深水から

―市川市所蔵『南方風俗

スケッチ』」

～

雨の日プレゼン

ト

会期中雨天の日に実施。ご申告いただいた

先着 名に当館オリジナルグッズをプレ

ゼントした。

実施日数： 日 利用者 人

ワークショップ レクチャー＆テイスティング「あの頃、あの

場所のお茶―画家と南方とお茶のあれこれ」

講師：馬場章夫（全茶連主催「日本茶鑑定士」）

参加者： 人

学芸員によるギ

ャラリートーク

講師：当館学芸員

① 参加者： 人

② 参加者： 人
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ウ 教育普及

教育普及事業

鑑賞教室（小学校４年生） 南小学校： 人

東小学校： 人

第四小学校： 人

第一学校： 人

緑小学校： 人

前原小学校： 人

本町小学校： 人

第三小学校： 人

第二小学校： 人

出張授業 事前授業

前原小学校

緑小学校

本町小学校

職場体験 ～

東中学校

読みきかせとワークショ

ップ

「たまごから、たまごのから」

講師：こごうちぶんこことりのへや

参加者： 人

企画展

「武蔵野の四季と共生 児

島善三郎の国分寺時代」

～

企画展関連ウォ

ーキングイベン

ト

「児島善三郎ゆかりの武蔵野を散策しよう」

ガイド：兒嶋敏郎（兒嶋画廊代表）

鈴木佳子・大内善博（地域雑誌「きまま」

編集者・ライター）

参加者： 人

鑑賞 創作プログ

ラム

「〇△で何できる？ながーい紙にポンポ

ンポンッ！」

講師：藤田百合・赤松千佳・妹尾喜久子

（えほんであそぶアートのおうち）

参加者： 人

学芸員によるギ

ャラリートーク

講師：当館学芸員

① 参加者： 人

② 参加者： 人

所蔵作品展

「没後 年 中村研一の

制作―日常風景とともに」

～（ ）

所蔵作品展プレ

企画

小さな講演会「画家と小金井の暮らし」

講師：伊藤裕久（東京理科大学工学部建築学科教授）

藪野 健（府中市美術館館長）

新堀 学（建築家）

参加者 人

ワークショップ 「親子で楽しむ工作の時間」

講師：こごうちぶんこ ことりのへや

参加者： 人
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エ 運営協議会

第 回
（火）

所蔵展「開館１０周年記念 さまざまな道程―寄贈作品

に見る中村研一の姿 」観覧

事務局紹介

事業実施報告等

平成２９年度予算について

意見交換等

その他 次回日程調整等

第２回
（水）

企画展「南方より、伊東深水から―市川市所蔵『南方風

俗スケッチ』」の観覧

事業実施報告等

意見交換等

その他 次回日程調整等

第３回
（火）

企画展「武蔵野の四季と共生 児島善三郎の国分寺時代」

の観覧

事業実施報告等

意見交換等

その他 次回日程調整等

第４回
（火）

事業実施報告等

意見交換等

その他 任期満了に伴う運営協議会委員改選について

 
オ 新収蔵作品 

下記作品について、市立はけの森美術館収集評価委員会の審議結果に基づき、寄附

申込みを受領し所蔵品として収蔵した。 
寄附作品 中村研一による油彩作品 １点

中村研一による素描作品 １点

寄附目的 小金井市民はじめ、多くの方々に見ていただくため

カ 作品貸出

○ 福岡県立美術館、新居浜市美術館「没後 年 中村研一展」

会期：福岡県立美術館 ～ 、新居浜市美術館 ～

貸出作品：中村研一 シンガポールへの道 フランス婦人像 他 点

（油彩 点、陶器 点、素描約 点、遺品 点）

キ 助成金

平成 年度 文化庁 文化芸術振興費補助金

文化芸術プラットフォーム形成事業

一般財団法人 地域創造 平成 ・ 年市町村立美術館活性化事業

第 回共同巡回展助成金（準備年度分） 
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第２　集会施設係

（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

Ａ 会 議 室

Ｂ 会 議 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

１　萌え木ホール（市民会館）　〈 平成１３年４月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計Ａ 会 議 室 Ｂ 会 議 室
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

ギ ャ ラ リ ー

Ａ 会 議 室

Ｂ 会 議 室

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

２　マロンホール（東小金井駅開設記念会館）　〈 平成１７年１０月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計ギャラリー Ａ 会 議 室 Ｂ 会 議 室 和 室
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

室 名 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

Ａ 会 議 室

Ｂ 会 議 室

Ｃ 会 議 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

３　前原暫定集会施設　〈 平成１８年５月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計Ａ 会 議 室 Ｂ 会 議 室 Ｃ 会 議 室
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室 １

和 室 ２

料 理 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

４　婦人会館　〈 昭和４２年８月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料(調定額)
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 和室１ 和室２ 料理室

－ 102 －



（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

集 会 室 Ｃ

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

５　上之原会館　〈 昭和５８年８月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料(調定額)
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 集会室Ｃ 和室１ 和室２
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

６　前原町西之台会館　〈 昭和６２年３月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 和室１ 和室２
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室 １

和 室 ２

和 室 ３

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

７　桜町上水会館　〈 昭和６２年１０月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料(調定額)
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 和室１ 和室２ 和室３
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

計

（２)目的別使用状況 （単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

和 室 １

和 室 ２

計

（２)目的別使用状況 （単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

８　貫井北町集会場　〈 昭和４７年１２月開館 〉

９　貫井北町中之久保集会所　〈 昭和５９年１１月開館 〉
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

和 室 １

和 室 ２

和 室 ３

計

（２)目的別使用状況 （単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

１０　前原町丸山台集会所　〈 昭和６０年１月開館 〉

１１　東町集会所　〈 昭和６３年１０月開館 〉

（２)目的別使用状況
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

１２　貫井南町三楽集会所　〈 平成２年３月開館 〉

（２)目的別使用状況

１３　東町友愛会館　〈 平成５年４月開館 〉

（２)目的別使用状況
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（２)目的別使用状況

１４　中町桜並集会所　〈 平成８年１０月開館 〉

（２)目的別使用状況

１５　貫井北五集会所　〈 平成９年４月開館 〉
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

１６　中町天神前集会所　〈 平成９年４月開館 〉

（２)目的別使用状況
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市 民 部

経 済 課

産 業 振 興 係

消 費 生 活 係





第 １　産業振興係

　１　労政関係

　　（１）　就職相談会

　　（２）　勤労者福祉

小金井市勤労者福祉サービスセンター事業

　　（３）　就労支援　　　

　ア　合同就職面接会　

合同就職面接会

就職フェアin国立

合同就職面接会

　イ　就労支援サイト「こがねい仕事ネット」運営状況 (単位：件）

※求人情報や事業者情報を提供する情報サイト

※ＰＣ版はトップページのセッション数、携帯版は求人個票ページビュー数を記載

携帯版

0人

28,845 9,786

加入事業者数

665事業者

内　　容

ＰＣ版
登録事業者 3月末求人数

実施日

共催　東京しごとセンター多摩、武蔵野
市、三鷹市、他

共催　ハローワーク立川、立川市、国分
寺市、国立市、立川商工会議所

共催　東京しごとセンター多摩、武蔵野
市、三鷹市、国分寺市、他

延べアクセス数（H29.4.1～H30.3.31）

391

9.11

10.18

12.6

48

会員数 実施事業

1,273人
1 在職中の生活安定事業  2 健康の維持増進事業　3 老後生活の安
定事業　4 自己啓発事業 5 余暇活動事業　　他

参加事業者数 12社、参加人数68人、内
定 11人、採用7人、対象 全年齢

備　考

参加事業者数 12社、参加人数 69人、
内定 18人、採用 10人、対象 全年齢

参加事業者数 14社、参加人数 58人、
採用 9人、対象 全年齢

3/9

参加人数

45人

36人

紹介件数

3件

就職件数

0人

実施日

10/5

備考

共催：ハローワーク立川

共催：ハローワーク立川28人 12件

相談人数

39人

26人

求人検索機利用者

24人
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　２　農業関係

　　（１）　農業振興連合会関係

　ア　会　議

　イ　立毛品評会

ハウス部門 トマト、キュウリ等 （主催団体）

露地部門 ナス、トウモロコシ等 農業振興連合会

小規模部門 （実施団体）

露地部門 ブロッコリー、キャベツ等 農産物生産組合

小規模部門 ダイコン、ハクサイ等 ＪＡ東京むさし小金

井地区支部長会

　オ　学童収穫体験

第一小学校 　3年、　梅の実学級 109 人

第二小学校 　1年、　6年、さくら学級 179 人

第三小学校 　1年、　2年 293 人

第四小学校 　1年、　2年 173 人

東小学校 　2年、　3年 178 人

前原小学校 　2年、　3年 192 人

本町小学校 　1年、　2年 169 人

緑小学校 　2年、　3年 218 人

南小学校 　2年、　3年 154 人

もくせい教室 5 人

1,670 人

 ウ　第68回 農業祭及び農業振興品評会

　エ　市民まつり

内　　　　　　容

農産物・植木の即売、苗木の配布

6.20

6.19

6.13

6.5

6.28

合　　　　計

6.15

備 考

協力農家
の圃場を
活用

馬鈴薯

馬鈴薯

学年及び参加者数

甘　藷

品 目

6.16

寄せ植え 11.12
～

馬鈴薯

馬鈴薯

学  校  名

備　　　考
（農業祭会場）
小金井 宮地楽器ホール（小
金井市民交流センター）
フェスティバルコート
（農業祭表彰式会場）
ＪＡ東京むさし
小金井支店

78

262

1

競技・一般木

盆栽鉢物

入賞者数表彰式開催日 出品点数

12.15

865

行　　事　　名

第45回小金井なかよし市民まつり

開催日

区　　分

植木・苗木

物　　産 11.11

6.30

6.5

10.13

242

7

80

実施日

馬鈴薯

馬鈴薯

馬鈴薯

馬鈴薯

主催・実施団体

ナス、トウモロコシ等

24

10.14～10.15

馬鈴薯

夏　　野　　菜
6.27

内　　　容

5.9

実施日 部 門 別 出 品 点 数

定例総代会

内　　　容

12点

7点

　4点

10.27 4点

22点

実施日

定例役員会 5.24

実施日

秋 野 菜・う ど

区分

6. 6

内容
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　カ　補助事業

　キ　支援事業

区 分 概　　　　　要

ウリ科の作物を作付けする農業経営者に対して土壌残留農薬検査の補助を
行った。

区 分 概　　　　　要

環境対策

環境に優しい農業資材の購入者に対して補助を行った。

植木振興対策として苗木の無料配布の支援を行った。
（年2回、1回400本）

苗木の無料
配布事業

庭先販売奨
励事業

加入者に対して奨励品の支給を行った。

庭先販売所の所在地等を市報に掲載し、ＰＲを行った。
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　　（２）　農園関係

　　　ア　市民農園 1区画12㎡

　　　イ　体験農園 1区画30㎡

たかはしファーム

（15.9.1開園）

ベルファーム

（20.3.22開園）

　　　ウ　農家開設型市民農園 1区画10㎡

田中ファーム

（19.4.1開園）

　　　エ　高齢者農園 1区画6㎡

東町二丁目高齢者農園

（5.4.１ 開園）

中町二丁目高齢者農園

（17.10. 1 開園）

　　（３）　農業振興関係
　ア　認定・認証農業者

（29.4.1開園）

市役所

10.3

個別相談・受付

合　　　計

農　園　名

農　園　名

市役所

農 　園　 名

区分

合　　　計 2園

緑町3丁目9番 51 863.37㎡

ぬくいきた市民農園

みどり第２市民農園

（11.9.1開園）

貫井北町2丁目6番

60

30

2園

東町1丁目44番

認定農業者

認証農業者

1人

0人

2. 2

審査

農 　園　 名

貫井南町1丁目19番

合　　　計 1,714.37㎡

所　在　地

所　在　地 総 面 積

851.00㎡45

区 画 数

95

中町2丁目3番 35

区 画 数所　在　地

60

総 面 積

区 画 数

東町2丁目25番 697.00㎡

96

674.83㎡

所　在　地

3,000.00㎡

2園

東町1丁目24番

人数

総 面 積

1,489.46㎡

総 面 積区 画 数

715.00㎡

90

40

4,489.46㎡

1,371.83㎡
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　３　商工関係

　　（１）　小金井市商工会

  ア　補助事業

①経営改善支援事業

②地域総合振興事業及び管理費等

街路装飾灯維持管理事業

　　（２）　農工大多摩小金井ベンチャーポート

　ア　入居者賃料補助状況

※　全21室、補助単価：居室床面積1,500円／㎡

　　（３）　小口事業資金融資関係

　ア　小口事業資金融資審議会開催状況

　・平成28年度融資あっせん・実行状況について

　・平成29年度融資あっせん・実行状況について

　・小口事業資金融資あっせん条例の一部改正について

　・その他

　・平成29年度融資あっせん・実行状況について

　・平成30年度経営安定化緊急資金の取扱いについて

　・融資あっせん制度の変更について

　・その他

事　　　業　　　名 補助金額

3,837,401円

備　　　　考

17,200,544円

15,437,111円

⑴　商店街誘引事業
⑵  名物市事業
⑶　東日本大震災復興応援事業
⑷　建設関連受発注促進事業
⑸　ものづくり体験事業
⑹　こきんちゃんグッズ事業

43,279,280円

5,133,529円

総事業費

6,813,263円

議                     題

特別事業

67,771,025円

6事業所（7室） 4,148,540円

合　　　　　　計

3,921,105円 13商店会 　515支柱分

13事業者（21室）

2,324,332円

内補助金交付者数 補助金額入居事業所数

開 催 日

10.20第1回

第2回 3.22

4,225,548円

区 分
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 イ　融資状況 　　（単位：千円）

　ウ　融資未償還状況

減額実行 全額実行否決

66件 3件 2件

9,400 5,000 187,940

57件
3,163 53月

5,000

4件
運 転 資 金

融資額

実　行 平　　均

取下 償還月数
申　込

未  実  行

215,340

特 別 設 備 資 金
0件 0件 0件

0 0 0

0件

0月
0

設 備 資 金
16件 0件 1件

55,430 0 3,500
44,930 66月

5,600 44,330

1件 14件

0

0

0件 0件
0

6件
3,717

0 22,300

0件
商店街等振興資金

0件 0件 0件

0 0 0

5,000 0
開 業 資 金

7件 1件 0件

27,300
59月

0件
0 0月

0月

0 0

0 0

0件

0件

0 0 0

3,000

1件1件

14,400 1,500

産 業 振 興 資 金

緊急資金
売上高等減少
連鎖倒産防止

00

大型店対策資金
0件 0件

0

6件

0月
0 0

0件 0件 0件 0件

0件
0

0件

2,475

3,198

0 9,900

0件 4件

81件

10,600 264,470
55月

36月

合　　　　計
95件 5件 4件

312,470 15,900 11,500

5件

年  度  末  融  資  未  償  還  内  訳 1 件 当 た り 平 均 未 償 還 額

367件 658,838,000円 1,795,199円

区 分

種 別

区 分

種 別
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　　（４）　新・元気を出せ！商店街事業

  　　　ア　平成29年度新・元気を出せ！商店街事業

区分

（注）商店街活性化に向けた商店街の事業に対する補助事業。補助金額は市及び都の合計額。

　　（５）　東小金井事業創造センター（ＫＯ－ＴＯ）の運営

内　容

1
個室

（6室）

2
シェアブース

(6室）

3
シェアスペース
(年間利用）

4
シェアスペース
(１日利用）

5
シェアスペース
(貸切利用）

夕焼けこみちフェスタ

活
性
化 小金井市商工会 １８商店会の元気をつくるキャンペーン 2,332 1,452

歳末大売出しスタンプラリー

第41回中元売出し納涼祭り

ちびっ子夏祭り

歳末謝恩大売り出し

けやき通りの小さなお祭り

ヒガコクリスマスフェスティバル

東小金井駅北口地域振興会他２商店会

小金井市中央商店街協同組合

新小金井西口商店会

北口こども商店

こがねい十五夜場留

前原盆踊り大会

新小金井西口落語まつり

小金井北口仲通り商店会

東小金井南口商店会

東小金井南口商店会

小金井市けやき通り商店会

武蔵小金井駅前商店会

京王通り商店会

3,089 2,058

武蔵小金井駅前商店会

小金井市農工大通り振興会

東小金井北口商店会 エコ・サマーフェスティバル

京王通り商店会

前原坂下商店会

小金井市商工会

小金井市商業振興会

備　　　　考

新規利用者2者はシェアブース、1者はシェア
スペースからの移動

新規利用者1者はシェアスペースからの移動
退去者2者は個室へ、1者はシェアスペースへの移
動

新規利用者1者はシェアブースからの移動
退去者1者は個室へ、1者はシェアブースへの移動
退去者1者分は、個室との併用利用であったため、
個室の退去者に含めている。

―

―

退去者数

3者

4者

14人

延べ利用数
（年間）

9者

10者

57人

4者

21人

―

―

入居状況
(3月末日）

6室

6室

42人

―

―

778小金井北口仲通り商店会 七夕まつり

―

―

　　　　ア　施設の入居及び利用状況

53人

1件

新規
利用者数

3者

6,232 4,154

2,334 1,528

1,413

商  店  会  名 事　業　の　名　称 事業費 補助金額

1,226

1,480 922

イ
ベ
ン
ト

890

フラワーフェスティバル2017 2,482 1,654

1,592

932

納涼盆踊り花火大会ヒガコサマーフェスティバル

1,050

2,001 1,122

1,176

シャトー小金井商店会

618

イエローフェスティバル

648 405

黄金井六地蔵盆・子ども祭り

　　　（単位：千円）

489 325

1,667 1,110

1,442 934

1,352

1,659 1,084

926 532

合　　　　　　　計

292 172

14 団 体　　　　19 事 業 33,832 21,720

東小金井駅周辺３商店会共通エコバッグ作成
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　 イ　セミナー等の開催状況

　４　観光関係
　　（１）　行事

ア　　主催　小金井市観光まちおこし協会

イ　　主催　小金井阿波おどり振興協議会

ポートとコートのしごと展

コウカシタギャザリング2018
創業者、金融機関、中間支援団体等の
交流会

商品販売やものづくり体験ワーク
ショップ等を通し、しごとの一部を紹
介。また、施設開放を行い、自由に内
覧できる環境を提供

創業助成事業の概要や書類作成のポイ
ント等を学ぶ説明会

ミニブルーム交流カフェ

コウカシタスクール2017

事業名

多摩地域で創業をする方を応援するた
めのセミナー・交流会

4.1～4.2

9.30～10.1
熱気球・丸太切り・はしご車搭乗・野
点・天体観測会・屋台の出店・クイズ
ラリー　等

事　　業　　名 実 施 日 事  業  内  容　等

「平成29年度　第2回創業助成事
業」説明会

約105,000人

都立小金井公園
第63回小金井桜まつり

都立小金井公園

祭囃子・花席・茶席・ダンス・フラ・
楽器演奏・屋台の出店・桜のライト
アップ　等

第39回小金井阿波おどり大会 7.22～7.23
武蔵小金井駅前南北広場、小金井街
道、MUSAKO通り、フェスティバルコー
トにて実施した。

第50回小金井お月見のつどい

約55,000人

行     事     名 実 施 日

第63回小金井の四季の観光写真展 7.4～7.10
応募作品総数：162点　入賞作品数：
24点

人  数

約1,200人
小金井 宮地楽器ホール
(小金井市民交流セン

ター）

備　　　　　　考

10人

参加人数

9.2
9.23
10.14
11.4
11.25
12.16

21人

11.3

実施日

3.14

人　数

主な内容

約55,000人

7.20 10人

創業するための基礎を学ぶ連続講座
事例紹介、事業アイデア、コンセプト
デザイン、コミュニティ構築、情報戦
略、創業のイロハについて、売上げ予
測と収支計画、資金調達と創業支援、
ビジネスプラン作成、発表会、交流会
等

10.5

―

36人
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事 業 名 月 日 等 件数等

商品一般 42件 修理・補修 7件

食料品 24件 管理・保管 1件

住居品 30件 役務一般 1件

光熱水品 6件 金融・保険サービス 41件

被服品 31件 運輸・通信サービス 157件

保健衛生品 16件 教育サービス 5件

教養娯楽品 57件 教養・娯楽サービス 21件

車両・乗り物 9件 保健・福祉サービス 30件

土地・建物・設備 41件 他のサービス 26件

他の商品 0件 内職・副業・ねずみ講 7件

クリーニング 6件 他の行政サービス 3件

レンタル・リース・
貸借

44件 他の相談 21件

工事・建築・加工 24件

目的外利用 0件 同意のない提供 0件

不適正な取得 0件 オプトアウト違反 0件

情報内容の誤り 0件 開示等 0件

漏えい・紛失 0件 苦情等の窓口対応 0件

委託先等の監督 0件 その他 0件

一日生活教室 7.11 28人

5.29 30人

10.5 32人

10.18 31人

11.7 25人

11.21 12人

12.11 17人

2.19 9人

11.27・28 79人

1.29
2.1

131人

2.6・9・13 210人

2.14 400人

3.5・6 144人

「最新手口を知ってみがこう、見守りのポイント」

消費者スクール　かしこい消費者をめざそう！（東中学校）

消費者スクール　かしこい消費者をめざそう！（第二中学校）

消費者スクール　かしこい消費者をめざそう！（緑中学校）

消費者スクール　かしこい消費者をめざそう！（中央大学附属高等学校）

消費者スクール　かしこい消費者をめざそう！（第一中学校）

モノを減らしてスッキリ生活！

これだけは知っておきたい　食の安全と食品表示の基礎知識

高齢者向け住まい　種類とトラブル事例から学ぶ選び方のポイント

「最新手口を知ってみがこう、見守りのポイント」

1.29 21人

老後の不安を安心に！
（前半）事例から学ぶ　相続税・贈与税のポイント
　～相続争いはなぜ起きた？！
（後半）成年後見制度の活用方法～消費者被害を防止するには～

個人情報苦情相談 月～金 0件

夏野菜を取り入れましょう　地元野菜を使った料理教室

消費者講座

『マイナンバー』基礎講座

9.30 47人
漫才「送りつけ商法。また来てるあなたに届くダンボール」
講座「最新手口を知ってみがこう、見守りのポイント」

実は危険がいっぱい！！ネット・スマホの安全活用術

第２ 消費生活係
　 1　消費者関係

内　　　　　　　　　　　容

消 費 生 活 相 談 月～金 650件
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事　　業　　名

11.28 19 人

12.2 12 人

1.11 14 人

3.20 20 人

3.22 12 人

北多摩南部地区消費
者行政協議会

成立 取下 削除 未 合計

不 用 品 交 換 売　手 20 10 11 4 45

買　手 2 2 15 0 19

おもちゃの病院

消費者団体講習会
講師派遣

消費者ルームまつり 第22回消費者ルームまつり
3.15

（上之原会館）
140人

7.15 32人
「あなたは何を使って洗っていますか？洗剤や柔軟剤
がアレルギーの原因かも・・・」

消費生活展 130人
10.21

（上之原会館）

第５１回消費生活展　マルシェこがねい　　　　　　　　　

つなげよう！防災力　いのちを守る日ごろの備えPart. ２

　   

リサイクルバザー 8月を除く
毎月第3木曜

（上之原会館）

11回

リサイクルバザー出店者 101人　　　

リサイクルバザー利用者 410人　　　　

11回 おもちゃの病院    　　　45人

マイバッグ
キャンペーン

10.21
3.15

― 消費生活展、消費者ルームまつりで啓発グッズの配布

不要品の再利用・再資源 （主催　小金井市消費者団体連絡協議会）

・総会(5.16)
・定例会
(8.3/12.21/2.14)
・相談員情報連絡会
(10.3)

5回
消費者問題の対策研究・情報交換
相談員事例研修

64件

月～金

経済課不用品

交換コーナー

月日等 件数等 内　　　　　　　　容

消費生活相談員に
よる出前講座

消費者は狙われている

消費者は狙われている

消費者は狙われている

消費者は狙われている

消費者は狙われている
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2　公衆浴場施設改修補助制度実施状況

件　　数 補助金額

1件 500,000円

　 小金井市消費者団体連絡協議会

加入団体 補助金額

5団体 380,311円

区　　分 開　催　日

第1回 7.27

第2回 11.22

第3回 3.27

受　　　　　付

3　消費者団体育成

4　放射能測定実施状況

　　測定件数 146件　

測
定
品
目

 緑茶（製茶、粉末）、狭山茶、度会茶、煎茶、どくだみ茶、ブレンド茶、
麦茶、柿の葉茶、ほうじ茶、スギナ茶、ビワの葉、ドライブルーベリー、
ブルーベリージャム、ブルーベリーシロップ漬け、せんべい、
山うど（生、水煮）、まいたけ（生、加熱）、しいたけ（生、加熱）、
干ししいたけ、エリンギ、なめこ、ぶなしめじ、たらの芽、ふきのとう、
こしあぶら、わらび（生、水煮）、レンコン（生、加熱）、
たけのこ（生、加熱）、どくだみ草、しそ、月桂樹の葉、よもぎ、
ローリエ、キウイ、桃、すもも、ゴーヤ（生、干し）、枝豆、きゅうり、
ミニトマト、小松菜、パーマグリーン、栗、柿、銀杏、
さつまいも（生、加熱）、干し芋、ごぼう、ゆず、いちぢく（冷凍）、
くるみ、りんご煮、精米、玄米、もみ付米、米粉、炒りぬか、米ぬか、
全粒粉、小麦粉、シリアル、グラノーラ、上新粉、海藻（かじめ）、
とろろ昆布、干しエビ、じゃこ、ツブ貝、やりいか、昆布、
イワナくんせい、ヤマメくんせい、梅干し、梅酒、焼き麩、糀甘酒、甘酒、
海苔そうめん、玄米麺、缶詰（みかん、黄桃、白桃、サバ水煮、大豆水煮）、
発酵調味料、オリゴはちみつ、カップケーキ

5　小金井市消費生活審議会開催状況

議　　　　　　　　題

これからの消費者行政のあり方について

これからの消費者行政のあり方について

これからの消費者行政のあり方について
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保険年金課

市 民 部

国 民 年 金 係

国民健康保険係

高 齢 者 医 療 係





第１　国民健康保険係

１　国民健康保険

（１）　小金井市国民健康保険運営協議会　

１ 小金井市国民健康保険運営協議会臨時議長の選出について

２ 小金井市国民健康保険運営協議会会長並びに会長職務代行者の

選挙について

３ 平成２９年度小金井市国民健康保険特別会計予算の概要につい

て

４ 国民健康保険制度改革について

５ その他

１ 平成２８年度小金井市国民健康保険特別会計決算の概要につい

て

２ 国民健康保険制度改革について

３ その他

１ 国民健康保険制度改革について

２ 次期データヘルス計画及び特定健康診査等実施計画について

３ その他

１ 国民健康保険制度改革について（継続事項）

２ その他

１ 小金井市国民健康保険税条例の一部改正について

２ 小金井市国民健康保険事業運営基金条例の一部改正について

３ 第２期小金井市国民健康保険データヘルス計画（案）等につい

て

４ その他

１ 第２期小金井市国民健康保険データヘルス計画（案）について

２ 第３期小金井市国民健康保険特定健康診査等実施計画（案）に

ついて

３ その他

　　　　療養諸費・高額療養費

件 円 円 円 円

0

75,700,826

76,957,430 228,688

高額療養費 107 12,437,644 12,520,243 82,599

101,192

退
職
被
保
険

者
等

療養給付費 5,498 107,978,430 75,472,138

計 5,736 109,773,618 76,728,742

228,688

療 養 費 238 1,795,188 1,256,604 1,256,604

1,231,042

計 399,213 7,636,787,315 5,543,719,329 5,550,593,529 6,874,200

高額療養費 12,237 704,227,409 705,458,451

支 払 義 務 額 支 出 額 徴 収 額

一
般
被
保
険
者

療養給付費 386,480 7,535,656,633 5,470,467,463 5,477,240,471 6,773,008

費 用 額

療 養 費 12,733 101,130,682 73,251,866 73,353,058

諮問

報告

（２）　給　付

区 分 ・ 事 項
件 数

諮問

報告

報告

第６回 ２.２６ 諮問

第５回 １.１１ 諮問

報告

報告

第３回 １１.３０ 諮問

報告

報告

第４回 １２.２７ 諮問

報告

選挙

報告

報告

報告

第２回 １０.２５ 報告

回数 開催日 区分 議題

第１回 ８.１７ 選挙
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（３）　資　格

　　①　世帯数・被保険者数 (単位：世帯、人）

　　②　被保険者数増減内訳

　　③　異動届出書件数 (単位：件）

　　④　被保険者証交付件数 (単位：件）

（４）　保健事業

　　①　健康診査（人間ドック・脳ドック)利用状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

34 46 47 53 40 34 81 62 66 35 24 36 558

0 1 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 5

0 4 3 2 1 1 0 5 0 1 1 0 18

34 51 52 56 41 35 81 67 67 36 25 36 581

(単位：人）

人間ドック

脳ドック

1.48

1.46

4,228 1,819 10,450

32,715

新規

33,4187610

計

594

再交付

生保開始

103

△ 54

その他

23

遠隔地 住所地特例

70

859

死亡

計

504

マル学

減 少
2,939

社保加入

転入

1,503

転出

1,377

増 加
社保離脱

(単位：人）

△ 51

121

520

後期高齢者
離脱出生

5,094

計

0

その他

計

5,903

△ 809△ 859

後期高齢者
加入

16

合計

混合

78

世帯数

簡易脳ドック

その他の異動

差 126 13

生保廃止

492,952

資格取得

4,403

資格喪失

退職

224

101 35

１世帯当り

被保険者数一般

被保険者数

退職

24,473

23,913

415

166

29.3.31現在

30.3.31現在

区分　

　年度 一般

16,491

16,332
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　　②　特定健康診査・特定保健指導実施状況

　　③　後発医薬品自己負担額差額通知

（５）　国民健康保険一部負担金減免件数

（単位：世帯）

（６）　国民健康保険税

　　①　国民健康保険税軽減世帯数

　　②　非自発的失業者状況 　③　国民健康保険税減免件数

２　健康保険(日雇特例健康保険）

（１）　健康保険委任事務の状況 29.3.１～30.2.28

　（　　)取得再掲

喪失

特定健康診査 特定保健指導

対象者数 受診者数 受診率 支援区分 対象者数
初回面談
利用者

利用率

動機付け
支援

件　　数（件）

(単位：人）

災害
生活
困難

積極的
支援

手当金
申請

計
介護該当
非該当届
の受理

被扶養届
の受理

　④　糖尿病性腎症重症化予防実施状況　(単位：人）

対象者数
初回面談
利用者

利用率

（単位：世帯）

７割軽減世帯 ５割軽減世帯 ２割軽減世帯 軽減世帯合計 課税対象世帯 軽減世帯の割合

その他 計

医療

介護

（単位：件）

件　　数（件） 災害
生活
困難

旧被
扶養者

その他 計

（単位：件）

特別受給
票交付

確認数手帳交付
 受給票
交付

取得
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第 ２　　高 齢 者 医 療 係

１　後 期 高 齢 者 医 療

(1)　被保険者数および負担区分割合状況＜平成３０年３月３１日現在＞　 　      　　　　 　（単位：人）

３割 １割

(2)　健康診査（人間ドック・脳ドック）利用状況 （単位：人）

脳ドック 簡易脳ドック 計

(3)　後期高齢者健診受診状況

     受診者数  （人）       受診率　 （％）

(4)　葬祭費支給状況

(5)　後期高齢者医療保険料

 ①　口座振替状況

　　調定件数  （件） 　口座振替件数  （件） 　　口座振替率 （％）

第６期 (12月25日)

第７期 (1月31日)

第８期 (2月28日)

随時期（4月2日）

第５期 (11月30日)

人間ドック

受診券発送件数（件）

    支給件数 （件）

納期

第１期 (7月31日)

第２期 (8月31日)

第３期 (10月2日)

第４期 (10月31日)

合計

被保険者数
負担区分割合

75歳以上

障害認定者
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 ②　納付勧奨 （単位：件）

区分 発送件数

 ③　減免件数 （単位：件）

生活困難 その他 計

第４期 (10月)

第５期 (11月)

第６期 (12月)

第７期 (1月)

第８期 (2月)

災害

督促状

前年度随時期(3月)

第１期 (7月)

第２期 (8月)

第３期 (9月)

納期
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第３ 国民年金係 

 

１ 被保険者数内訳 

                                （単位：人） 

被   保   険   者   数 

第１号被保険者      任意加入被保険者 第 3 号被保険者 総     数 

１６，１４４ ３４１ ９，１５８ ２５，６４３ 

      

２ 被保険者届出業務 

届出受理 

（単位：件） 

内 容 件 数 内 容 件 数 内 容 件 数 

資 格 取 得 １，７３４ 転 出 １，５５７ 転 居 ５２７ 

任 意 加 入 ８９ 重 複 取 消 ０ 手帳再交付 ８７ 

転 入 １，５４５ 訂 正 ６ 付 加 申 出 ２３５ 

資 格 喪 失 ２７２ 種 別 変 更 ３１８ 付 加 辞 退 ０ 

喪 失 申 出 ２０ 氏 名 変 更 １５９ 計 ６，５４９ 

 

           

３ 保険料業務 

（１）免除 

（単位：件） 

法 定 免 除 受 付 未 送 付 送 付 取 下 等 未 承 認 決 定 

該 当 １６０ ０ １６０ ０ ０ １６０ 

消 滅 ４１ ０ ４１ ０ ０ ４１ 

 

 

（単位：件） 

申 請 免 除 
受 付 未送付 送 付 取下等 却 下 承 認 

３，４０１ ０ ３，４０１ ３ ２７４ ３，１２７ 

 

 

（２）学生納付特例 

   

（単位：件） 

学 生 納 付 特 例 
受 付 未 送 付 送 付 取 下 等 却 下 承 認 

１，２８０ ０ １，２８０ ２ １８ １，２６２ 
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４ 給付業務 

（１）裁定請求等受理送付 

   （単位：件） 

区 分 受 理 送 付 未送付 
決 定 

不支給 
28 年度 29 年度 

老 齢 基 礎 年 金 ３０ ３０ ０ ２２ ３０ ０ 

障 害 基 礎 年 金 ４５ ４５ ０ ３２ ３４ ４ 

遺 族 基 礎 年 金 １ １ ０ ２ ２ ０ 

寡 婦 年 金 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

死 亡 一 時 金 ６ ６ ０ １０ １０ ０ 

障 害 状 態 確 認 届 ６１ ６１ ０ 

 

障 害 死 亡 届 １ １ ０ 

障 害 未 支 給 ５ ５ ０ 

障 害 額 改 定 ２ ２ ０ 

障害受給権者支給停止事由消滅届 １ １ ０ 

受 給 選 択 申 出 ０ ０ ０ 

特 別 一 時 金 ０ ０ ０ 

寡 婦 年 金 未 支 給 ０ ０ ０ 

加 算 額 該 当 ・ 不 該 当 届 １ １ ０ 

遺 族 失 権 届 ０ ０ ０ 

遺 族 支 給 停 止 事 由 該 当 書 ０ ０ ０ 

遺 族 基 礎 年 金 未 支 給 ０ ０ ０ 

 

 

 

 

（２）特別障害給付金 

（単位：件） 

区  分 受 理 送 付 未送付 決 定 未決定 

特別障害給付金 ０ ０ ０ ０ ０ 

特別障害未払金 ０ ０ ０ ０ ０ 
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第　1　　諸　税　係　・　市　民　税　係　

1　税務関係諸証明及び閲覧

　　　　　　　　（注）資産税課及び納税課の各該当数値を含む。

件 件 件 円

土 地

家 屋

固定資産評価通知書
土 地

（不動産登記用）
家 屋

無　料

所 在 証 明

小　　　　　　　計

家 屋 滅 失 証 明

公 図 証 明

住 宅 用 家 屋 証 明

課 税 台 帳 記 載 事 項 証 明

金　　　額

固 定 資 産 公 課 証 明

固 定 資 産 物 件 証 明

種　　　　　　　類 総件数

固定資産評価証明

有　料

納 税 証 明 （ 一 般 会 計 分 ）

課 税 証 明

非 課 税 証 明

合　　　　　　　　　　計

閲
　
　
覧

公 簿 （ 登 記 簿 副 本 ） 閲 覧

公 図 の 写 し

小　　　　　　　計

そ の 他 の 閲 覧

証
　
　
　
　
　
　
　
明

納税証明（国民健康保険特別会計分）

小　　　　　　　計
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2　市税の調定（現年課税分）

年度別

税目別 調定額（円） 構成比(%) 調定額（円） 構成比(%) ％

特 徴

普 徴

均 等 割

法 人 税 割

都 市 計 画 税

合　　　　　計

固
定
資
産
税

純 固 定 資 産 税

　　交　　　　付　　　　金

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

市
　
　
民
　
　
税

個
　
人

法
　
人

対前年度比平成29年度平成28年度

－ 132 －



　　　3　市民税納税義務者数等

　　　　　（1）　個人市民税

　　　　　　　ア　納税者数

　

人 人 ％ 人 人 ％

　　　　　　　イ　特別徴収義務者数

内　　訳

件 件 ％

　　　　　（2）　法人市民税

　　　　　　　ア　納税者数（申告件数）

内　　訳

　
件 件 ％

　

　

対前年度
比

平成29年度

普　　　通　　　徴　　　収特　　　別　　　徴　　　収

対前年度
増減数

対前年度
比

区　分

内　訳

均　等　割 △ 157

平成29年度
対前年度
増減数

△ 2,102

一　　　　　　般

区　　分

△ 1,945

合 計

所　得　割

区　　分

特別徴収

合　　　　計

併　　　課

均 等 割

義務者数

対前年度比

法 人 税 割

分離退職課税

平成29年度 対前年度増減数 対前年度比

平成29年度 対前年度増減数
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イ　月別申告書受付件数

合  計

ウ　異動状況

種別
確定申告書等 予定中間申告書 修正申告書等

月別

（単位：件）

合　　計

（単位：件）

異動状況

29.4.1現在
法人登録数

新設転入等
件　　　　数

解散転出等
件　　　　数

30.3.31現在
法人登録数
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　エ　法人登録状況

次に掲げる法人 件

ア 　 法人税法第２条第５号の公共法人及び地方税法第294条第７項に規定する公益法人等のうち、地

方税法第296条第１項の規定により均等割を課することができないもの以外のもの（法人税法別表第

２に規定する独立行政法人で収益事業を行うものを除く。）　　

イ 　 人格のない社団等

ウ 　 一般社団法人（非営利型法人（法人税法第２条第９号の２に規定する非営利型法人をいう。以下こ

の表において同じ。）に該当するものを除く。）及び一般財団法人（非営利型法人に該当するものを除

く。）

エ 　 保険業法（平成７年法律第105号）に規定する相互会社以外の法人で資本金の額又は出資金の額

を有しないもの（アからウまでに掲げる法人を除く。）

オ 　 資本金等の額（地方税法第292条第１項第４号の５に規定する資本金等の額をいう。以下この表に

おいて同じ。）を有する法人（法人税法別表第２に規定する独立行政法人で収益事業を行わないもの

及びエに掲げる法人を除く。以下この表において同じ。）で資本金等の額が1,000万円以下であるもの

のうち、市内に有する事務所、事業所又は寮等の従業者（俸給、給料もしくは賞与又はこれらの性質

を有する給与の支給を受けることとされる役員を含む。）の数の合計数（以下この表において「従業者

数の合計数」という。）が50人以下のもの

円

資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1,000万円以下であるもの
のうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額1,000万円を超え1億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人以下であるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1,000万円を超え1億円以
下であるもののうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1億円を超え10億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人以下であるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1億円を超え10億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が10億円を超えるもののうち、
従業者数の合計数が50人以下であるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が10億円を超え50億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が50億円を超えるもののうち、
従業員数の合計数が50人を超えるもの

円

資本金等による均等割税率（年税額）区分 法　人　数

合　　　　　　　　　　　　　計
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4　軽自動車税

　　　　　　車種別異動状況

年　度

　種　別

台 台 台 台 台 ％

  5　市たばこ税

４ 月 １０ 月

５ 月 １１ 月

６ 月 １２ 月

７ 月 １ 月

８ 月 ２ 月

９ 月 ３ 月

   6　減　　　免

件 件 件 円 件

合 計

軽 自 動 車 税

法 人 市 民 税

市 民 税 ・ 都 民 税

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

申請件数

合 計

区　　　分

税　　　目 件数等許可件数

未決定決　　　　　定　　　　　分

不許可件数 税　　　　額

区　　分

月　　別

区　　分

月　　別
調　　　定　　　額 調　　　定　　　額

（単位：円）

△ 3

△ 82合　　　　計

△ 45

第 一 種

第 二 種 （ 乙 ）

第 二 種 （ 甲 ）

貨物
軽四輪

軽 三 輪

軽 二 輪

乗用

平成28年度
平　成　29　年　度

登録台数 廃車台数 増　減
対前年度比

△ 87

△ 5

△ 3

計

二 輪 の 小 型 自 動 車

小 型 特 殊 自 動 車
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第１　家屋係

　１　家屋

　　（１）　納税義務者数 （単位：人）

　　（２）　概　要

　　　ア　課税

総評価棟数 総床面積 総決定価格

（㎡） （千円）

木　　　　造 22,591 2,436,353 74,509,592

非　木　造 5,535 2,228,591 133,103,712

合　　　　計 28,126 4,664,944 207,613,304

　　　イ　非課税及び法定免税点未満

非　課　税

免税点未満

　　（３）　登記通知　　　（２９．４．１～３０．３．３１）

　　　ア　所有権に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

売買・贈与等 1,275 1,275 住所移転等 491 467

相続・買収等 647 647 そ の 他 34 34

錯誤・誤謬等 5 5 合　　　計 2,452 2,428

　　　イ　表示に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

新　　　築 770 642 そ の 他 516 516

増　改　築 4 4 合　　　計 1,290 1,162

　２　償却資産

　　（１）　納税義務者数 （単位：人）

区　　　　分 総　　　　数

市長決定分 1,520

総務大臣決定分 10

都知事決定分 0

合　　　　計 1,530

総　　　　　　　　　　数 法定免税点未満のもの 法定免税点以上のもの

31,437 74 31,363

単位（㎡）当たり価格

(円）

30,582

59,726

44,505

棟　　　　　　　数 床　　面　　積（㎡）

890 768,580

88 2,489

法定免税点未満のもの 法定免税点以上のもの

734 786

1 9

0 0

735 795
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　　（２）　概　要 （単位：千円）

内　　　　訳

市長決定分

総務大臣決定分

都知事決定分

合　　　　計

第２　土地係

　１　土地

　  （１）　納税義務者数 （単位：人）

 　 （２）　概　要

　 　 ア　課税

区分

平均価格 最高価格

地目 （㎡） （千円） （円） （円）

一　般　畑 613,436 73,221 695 119 129

宅　　　　地 5,711,101 1,097,866,290 37,589 192,234 986,580

山　　　　林 39,544 4,757,019 34 120,297 182,410

雑　種　地 218,884 19,110,029 991 87,307 275,680

合　　　　計 6,661,597 1,132,902,876 39,543 170,065

 　　 イ　非課税

　  　ア　所有権に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

売買・贈与等 1,955 1,955 住所移転等 736 736

相続・買収等 1,254 1,254 そ の 他 58 58

錯誤・誤謬等 10 10 合　　計 4,013 4,013

　  　イ　表示に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

分 合 筆 1,086 337 そ の 他 83 64

地目変換 158 103

登録地成 0 0 合　　　計 1,327 504

決　定　価　格 課税標準額

18,722,890 18,708,439

23,262

17,970,857 17,349,439

0 0

36,693,747 36,057,878

78,632 11,096,317 234 141,117 219,100

総　　　　　　　数 法定免税点未満のもの 法定免税点以上のもの

23,497 235

筆　　　　　　　　　　数 地　　　　　　　　　積（㎡）

19,652 3,916,010

  　（３）　登記通知　　　（２９．４．１～３０．３．３１）

評価総地積 総評価額 評価総筆数
単位（㎡）当たり価格

宅地介在畑・
市街化区域畑

－ 138 －



市 民 部

納 税 課

納 税 係

管 理 係





第
１

　
管

 理
 係

　
１

  
 市

税
収

入
状

況
(単

位
：
円

、
％

）

　
　

　
内

  
 訳

収
入

率

対
予

算
対

調
定

　
税

  
 目

現
 年

前
 年

現
 年

前
 年

　
市

民
税

　
固

定
資

産
税

　
軽

自
動

車
税

　
市

た
ば

こ
税

　
都

市
計

画
税

　
小

　
計

国
民

健
康

保
険

税

　
合

　
計

　
市

民
税

　
固

定
資

産
税

　
軽

自
動

車
税

　
都

市
計

画
税

　
小

　
計

国
民

健
康

保
険

税

　
合

　
計

現 年 課 税 分 滞 納 繰 越 分

不
納

欠
損

額

Ｆ

収
入

未
済

額

Ｂ
－

Ｅ
－

Ｆ
＝

Ｇ

課 税 区 分

  
合

  
  
  
計

予
算

額

Ａ

調
定

額

Ｂ

収
入

済
額

Ｃ

還
付

未
済

額

Ｄ

純
収

入
額

Ｃ
－

Ｄ
＝

Ｅ

－ 139 －



　
２

  
還

付
金

処
理

状
況

戻
出

還
付

（
単

位
：
件

）

種
  

目
 

市
民

税
・
都

民
税

 内
  

訳
普

  
徴

特
  

徴

歳
出

還
付

 種
  

目
 

 内
  

訳

(注
) 

  
歳

出
還

付
の

市
・
都

民
税

（
普

徴
分

）
に

株
式

等
配

当
割

・
譲

渡
割

の
還

付
を

含
む

。

支
払

済

未
　

払

充
　

当

一
般

会
計

分
（
国

民
健

康
保

険
税

以
外

）

特
別

会
計

分
（
国

民
健

康
保

険
税

）

延
滞

金
国

民
健

康
保

険
税

国
民

健
康

保
険

税
延

滞
金

支
払

済

未
　

払

充
　

当

法
人

市
民

税
固

定
資

産
税

都
市

計
画

税
軽

自
動

車
税

市
た

ば
こ

税

－ 140 －



　 ３   督促状発送状況

内　訳 

 税　目 現　年 前年同期

市民税・都民税
（普通徴収分）

同　上

同　上

同　上

市民税・都民税
（特別徴収分） 毎月

法人市民税 毎月

固定資産税
都市計画税

同　上

同　上

同　上

軽自動車税 全

国民健康保険税

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

(注)  1 市・都民税（普徴分）、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税の期別納税義務者数は督促対象期別の月末数値。
       ２ 市・都民税（特徴分）、法人市民税、軽自動車税の納税義務者数は、発送時点での納税義務者数。

　４　口座振替状況

　　　　　　　　　期別
　税目

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 計

市   民   税
都   民   税 － － － －

固定資産税
都市計画税 － － － －

軽自動車税 － － － － － － －

国民健康保険税

期別

発  送  率　　（％）

発送件数（件）納税義務者数（人）
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第２　納 税 係

　１　納付催告書発送状況

　種 類

計

　２　差押状況

(1)　執行 (2)　換価・取立て

区　分

不　動　産

動　    産

債　　　権

無体財産権

計

　３　参加差押状況

(1)　執行 (2)　配当

区　分

不　動　産

動　産　等

無体財産権

計

　４　交付要求状況

(1)　執行 (2)　弁済・配当

区　分

競売事件

破産事件

そ の 他

計

　５　納税の猶予等

区　分

徴収猶予

換価の猶予

執行停止

（単位：件）

1月 2月4月 5月 6月 7月 8月 3月 計

そ の 他

区　分

破産事件

9月 10月 11月 12月

人数 (人）

区　分 公売・取立額（円）

競売事件

計

滞納件数(件) 滞納税額（円）人数 (人）

　現年（封書）

    　　　　　　　　　　　 発送月

動　    産

滞納税額（円）

無体財産権

計

不　動　産

人数 (人）人数 (人） 滞納税額（円）

不　動　産

　滞納繰越（封書）

人数 (人） 人数 (人）

債　　　権

無体財産権

動　産　等

計

配当額（円）区　分

配当額（円）人数 (人） 滞納税額（円）
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